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1.  平成24年6月期第1四半期の業績（平成23年7月1日～平成23年9月30日） 

（注）当社は、第１四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、23年６月期第１四半期の実績及び増減率については記載しておりません。 
※当社株式は、平成23年９月22日をもって、東京証券取引所マザーズ市場に上場しているため、24年６月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益は、新規上場日から当第１四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年6月期第1四半期 379 ― 42 ― 22 ― 12 ―
23年6月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年6月期第1四半期 13.83 13.21
23年6月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年6月期第1四半期 1,106 725 65.6
23年6月期 818 329 40.2
（参考） 自己資本   24年6月期第1四半期  725百万円 23年6月期  329百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年6月期 ―
24年6月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年6月期の業績予想（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
※当社は、四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、第２四半期累計期間に対する対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 845 ― 100 ― 98 ― 58 ― 60.28
通期 1,731 28.5 335 77.7 332 80.0 197 84.2 192.00



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成23年８月１日付をもって、株式１株につき100株の株式分割を行っております。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年6月期1Q 1,042,000 株 23年6月期 8,520 株
② 期末自己株式数 24年6月期1Q ― 株 23年6月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年6月期1Q 872,652 株 23年6月期1Q 8,520 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
２．平成24年６月期の業績予測における、第２四半期累計期間及び通期の１株あたり当期純利益は、第三者割当増資（40,500株）を含めた、期中平均発行済株
式数により算定しております。第三者割当増資の詳細は、添付資料６ページ「（６） 重要な後発事象」をご覧ください。 
 
３．四半期決算補足説明資料は、ＴＤnetで同日開示しております。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、円高基調が継続し、また東日本大震災による各方面への影響か

ら、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。 

このような経済環境下において、当社は、「顧客の限られた予算の中で利益を最大化するマーケティング施策 

を提案・実行支援する」という比較的景気悪化に強いビジネスモデルであることを活かし、業務の拡大を図ってま

いりました。 

この結果、第１四半期累計期間の売上高は 千円、営業利益は 千円、経常利益は 千円、四半

期純利益は 千円となりました。 

なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

（アナリティクス事業） 

当社の主要事業であるデータマイニング業務を提供するアナリティクス事業につきましては、引き続き、顧客の

削減傾向にある予算の中で利益を最大化するマーケティング施策を提案・実行支援をしてまいりました。その結

果、売上高は 千円、セグメント利益は 千円となりました。 

  

（ソリューション事業） 

当社の主要事業であるデータマイニング業務に付随するソフトウエアライセンス販売は、キャンペーンマネジメ

ントシステム「smartFOCUS」の提供を中心に営業活動を行いながら、継続案件を着実に獲得した結果、売上高は

千円、セグメント利益は 千円となりました。 

  

（ＡＳＰ関連事業） 

アナリティクス事業等で自社開発されたアルゴリズムから独自性の強いツールを開発し、ＡＳＰにて提供及び付

随する保守業務等を行うＡＳＰ関連事業は、あらゆる企業にとって、非対面なコミュニケーションでありながら、

ダイレクトに生活者とやりとりができるＷｅｂというメディアの重要性の高まりによって、今後ますます増加する

と見込まれます。当社では、このようなニーズに応えられるように、「Rtoaster」と「L2Mixer」を自社開発し、

提供しております。その結果、売上高は 千円、セグメント利益は 千円となりました。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産の部） 

 当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、 千円となり、前事業年度末に比べ 千円増加

しました。これは主に、東京証券取引所マザーズ市場上場に伴う新株発行により、現金及び預金が増加したこと等

によるものであります。また、固定資産の残高は、 千円となり、前事業年度末に比べ 千円増加しま

した。これは主に、ソフトウエア及びソフトウエア仮勘定が 千円増加したことによるものであります。 

この結果、総資産は、前事業年度末に比べ 千円増加し、 千円となりました。 

  

（負債の部） 

 当第１四半期会計期間末における負債の残高は、 千円となり、前事業年度末に比べ 千円減少しま

した。これは主に、支払いに伴い買掛金が 千円減少したことや、前事業年度の納税が完了し、未払法人税等

が 千円、未払消費税等が 千円減少したことによるものであります。 

  

（純資産の部） 

 当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、 千円となり、前事業年度末に比べ 千円増加し

ました。これは主に、公募増資に伴う資本金及び資本剰余金 千円の増加によるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成23年９月22日に公表致しました、「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ」に

おける第２四半期累計期間及び通期の業績予測に変更はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

379,844 42,011 22,589

12,071

178,211 81,664

82,488 10,461

119,143 18,169

894,826 254,678

211,470 33,389

26,198

288,067 1,106,296

380,339 108,564

63,608

69,003 10,137

725,957 396,632

384,560

２．サマリー情報（その他）に関する事項

2



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年６月30日) 

当第１四半期会計期間末 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 173,119 592,786

受取手形及び売掛金 400,737 227,029

仕掛品 1,753 12,179

繰延税金資産 8,348 735

その他 56,189 62,095

流動資産合計 640,148 894,826

固定資産   

有形固定資産 38,893 44,873

無形固定資産   

ソフトウエア 96,807 118,194

その他 9,781 14,532

無形固定資産合計 106,589 132,727

投資その他の資産 32,598 33,869

固定資産合計 178,080 211,470

資産合計 818,229 1,106,296

負債の部   

流動負債   

買掛金 83,917 20,308

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 26,652 26,652

未払金 22,654 40,471

未払費用 76,020 95,666

前受収益 40,422 43,514

未払法人税等 74,033 5,030

その他 20,946 11,094

流動負債合計 444,647 342,738

固定負債   

長期借入金 39,201 32,538

その他 5,055 5,063

固定負債合計 44,256 37,601

負債合計 488,903 380,339

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,375 282,655

資本剰余金 67,075 259,355

利益剰余金 171,875 183,947

株主資本合計 329,325 725,957

純資産合計 329,325 725,957

負債純資産合計 818,229 1,106,296
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 379,844

売上原価 214,156

売上総利益 165,687

販売費及び一般管理費 123,675

営業利益 42,011

営業外収益  

為替差益 544

その他 14

営業外収益合計 558

営業外費用  

支払利息 536

株式交付費 5,796

株式公開費用 13,457

その他 189

営業外費用合計 19,980

経常利益 22,589

税引前四半期純利益 22,589

法人税、住民税及び事業税 4,053

法人税等調整額 6,464

法人税等合計 10,517

四半期純利益 12,071
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該当事項はありません。 

  

  

（セグメント情報） 

当第１四半期累計期間（自平成23年７月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円が含

まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門等における一

般管理費であります。 

２ セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

 該当事項はありません。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

  

当社は、平成23年９月21日を払込期日とする有償一般募集増資による新株式190,000株（発行価格2,200円、引受

価格2,024円、資本組入額1,012円）の発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ192,280千円増加しておりま

す。 

この結果、当第１四半期会計期間末において資本金が282,655千円、資本準備金が259,355千円となっておりま

す。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期損益計
算書計上額
（注）２ 

アナリティク
ス事業 

ソリューシ
ョン事業 

ＡＳＰ関連事
業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高  178,211  82,488  119,143  379,844  －  379,844

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

計  178,211  82,488  119,143  379,844  －  379,844

セグメント利益  81,664  10,461  18,169  110,296  △68,284  42,011

68,284

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第１四半期会計期間（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 

（第三者割当による株式の発行）  

平成23年８月18日及び平成23年９月１日開催の取締役会において、野村證券株式会社が行うオーバーアロット

メントによる当社株式の売出し（当社株主より借入れる当社普通株式40,500株（以下「貸借株式」の売出し）に

関連して、同社を割当先とする第三者割当による新株式発行を決議し、平成23年10月18日に払込が完了いたしま

した。 

  

この結果、資本金は323,641千円、発行済株式総数は1,082,500株となっております。 

（６）重要な後発事象

① 発行株式数 : 普通株式  40,500株 

② 割当価格 : １株につき 2,024円 

③ 発行価額 : １株につき 1,785円 

④ 資本組入額 : １株につき 1,012円 

⑤ 割当価格の総額 : 81,972,000円 

⑥ 発行価額の総額 : 72,292,500円 

⑦ 資本組入額の総額 : 40,986,000円 

⑧ 払込期日 : 平成23年10月18日 

⑨ 割当先 : 野村證券株式会社 

⑩ 資金の使途 : 研究開発のための設備投資及びソフトウエアの購入、ならびにソフトウエア開発投資 
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